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会社概要
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1951年創業

いずれの自動車メーカーの資本系列にも属さない独立系自動車部品サプライヤーです

全自動車メーカー様と直接取引があり、様々な工法による、多岐にわたる部品を供給しています
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1951 年 連結721 名

グローバル
ネットワーク

７カ国

約300億円
（※2026年８月末現在）

東京証券取引所
プライム市場

一目で分かるオーハシテクニカ

取扱い
部品点数

約2万点 約380社

調達先
協力メーカー

約400社

創業 従業員数

時価総額 お客様

株式上場

(※2026年3月期時点)
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オーハシテクニカって
どんな会社？
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「クルマの３つの基本機能」の全てにおいて、独自の加工技術により
自動車メーカーの『より良いクルマづくり』に貢献している会社です

オーハシテクニカってどんな会社？

止まる

曲がる

走る
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会社紹介動画を
ご覧ください
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当社の強み
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自動車メーカー

Ａさん、Ｂさん
高強度・高精度

オーハシテクニカ
営業 大橋さん

軽量化・小型化
振動・音の制御

当社の強み 「なぜ、オーハシテクニカ？」

私たちは新車種の開発を行っていますが、新たなニーズが出てきました。困ったな･･･。

オーハシテクニカに
お任せください！
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当社が併せ持つファクトリー機能と

ファブレス機能を駆使した「モノづくり」で

お客様の課題を解決し、

多様なニーズを実現します。

フ
ァ
ク
ト
リ
ー

機
能

フ
ァ
ブ
レ
ス

機
能

【ファブレス機能】

調達先400社と協業し
開発・製造を行う

【ファクトリー機能】

自社・グループ会社において、
自ら開発・製造する



ファクトリー機能

販売会社

製造会社

【圧造・切削・プレス】

販売会社

製造会社

販売会社

製造会社

【圧造・プレス】

販売会社

調達会社 販売会社

販売会社

製造会社

【圧造・切削】 グローバルネットワーク

お客様のグローバル生産体制にベストQCD(Quality,Cost,Delivery)で対応

タイ

英国

台湾 メキシコ

中国

米国

日本

【圧造・鍛造・切削】
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ファブレス機能

高い技術力を

持つ調達先

約400社

オーハシ

テクニカの

グローバル

ネットワーク

未来を創る

「モノづくり」に

調達先と共に挑む

技術と
ノウハウの融合

研究・開発投資

10

幅広い対応力

設備投資



成長に向けた

取り組み事例
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成長戦略 海外事業拡大への取り組み事例①

主要得意先からのグローバル受注の獲得に伴い、米国製造拠点の拡張を実施

受注概要
・期間 2028年度までにフル操業を目指す

・対象 北米・アジア向けに展開する複数のサスペンション関連部品

製造拠点の拡張工事

4,200坪（2026年4月完了）

ＣＮＣ旋盤の追加導入

拡張後延床面積 CNC旋盤導入 26台 ～2028年末
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成長戦略 海外事業拡大への取り組み事例②

日系Tier-1メーカーからの新規受注獲得に伴い、タイ拠点に自動化切削ラインを新設

受注概要
・対象 ピックアップトラック用燃料配管部品

・受注理由 圧造加工・切削加工を用いた高精度な加工体制を確立

量産に向けた製造体制の構築

CNC旋盤導入 ９台 ３ライン

13

ピックアップトラック（pickup truck）



人材戦略

働きやすい環境づくり／ダイバーシティ ～全員活躍～

風土・育成

職場環境

【評価制度】
能力発揮をより重要な評価軸とした制度

【ワークライフバランス】
・時差出勤制度、インターバル勤務制度の導入

・男性社員の育児休業取得の推進 （2026年３月期単体実績 100.0％）

・有給休暇取得の推進  （2026年３月期単体実績 68.9％）

45,000百万円

【従業員の意識調査】
従業員エンゲージメントサーベイの継続

エンゲージ
メント

【成長サポート】
充実した階層別のきめ細やかな教育制度

【経営TOPとの対話】
国内全拠点で座談会「カタリバ」を実施

【女性活躍】
・採用者に占める女性従業員の割合 （2026年３月期単体実績 32.1％）
・管理職に占める女性従業員の割合 （2026年３月期連結実績 20.3％） 14



2027年３月期

連結業績見通し
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(単位)：百万円

2026年3月期
2027年3月期

(予想)
前期比 増減額

売上高 40,918 43,000 5.1%増 2,082

営業利益 2,426 2,550 5.1%増 124

経常利益 2,966 3,000 1.1%増 34

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,084 2,100 0.7%増 16

(単位：円)

1株当たり当期純利益 81.40 82.00 0.7%増 0.6

2027年3月期 通期 連結業績予想
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キャッシュ・アロケーション計画

2024年
3月期

営業CF 研究開発 設備投資 株主還元 増加運転
資金

2028年
3月期計画

中期経営計画Mission2025＋2 期間（～2028/3月期）

現金及び
預金残高
207億円

所要安全
資金

150億円

130億円

15億円程度

余剰資金
15億円

4億円

85億円

70億円
程度

月商

6.3ヶ月分

（連結売上高

392億円）

Cash In Cash Out

圧 縮

①成長投資として、手元資金を有効活用し、

設備投資、研究開発、ESG関連投資を

着実に実施中

②更なる成長加速に向け、

余剰資金を用いて、設備投資、人的資本投

資の増額を図りつつ、株主還元の更なる拡

大も検討継続

⇒安全資金水準を

最終年度に月商の４ヶ月程度を目処とし、

150億円程度まで圧縮を検討

配当
＋

自社株取得

営業CF

研究開発

設備投資

株主還元

増加運転
資金
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月商4か月分

程度まで圧縮

（連結売上高

450億円）



株主還元
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株主還元 実績

純資産配当率
(DOE)

2.4%

配当利回り配当性向

45.5% 3.34%

プライム上場企業の
平均利回り約2.29%

※

※出展：株式会社日本証券取引所グループ

TOPIX500の
平均配当性向35.7%

目標：2.8%以上 目標： 35.0％以上

(26/3/31終値ベース)

安定的かつ持続的な株主還元

※出展：株式マーケットデータ

※

（2025年度実績）

年間配当
(2026年度予定)

45円

累進配当方針を導入
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株式分割

2026年１月１日付で、１株を２株に分割しました

分割前100株

約20万円

分割後100株

約10万円
※

※2026年3月31日時点の株価1,107円
投資単位当たりの金額は110,700円

分割後100株

約10万円
※

株式分割により投資しやすい金額とし、

投資家の皆さまに当社株式を保有いただける環境を整えました
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2020年3月期

第68期

2021年3月期

第69期

2022年3月期

第70期

2023年3月期

第71期

2024年3月期

第72期

2025年3月期

第73期

2026年3月期

第74期

2027年3月期

第75期

年間配当金

（単位：円）

配当金 株価(3月末終値)

※1：2026年1月1日付で、普通株式1株を2株とする株式分割を実施したため、
上記の配当金・株価につきましては、第68期 期首に当該株式分割が行われたと仮定し、記載しています。

※2：株価 ( )内は株式分割をする前の数字を記載しています。

（計画）

（記念配当2.5円含む）

666
(1,332)

785.5
(1,571)

646.5
(1,293)

785.5
(1,571)

822
(1,644)

920.5
(1,841)

1,107
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株主優待

100株以上保有の全株主様に、保有数に応じた枚数の「全国共通おこめ券」を年に２回お届け

しています。

■割当基準日：３月末・９月末

※おこめ券は、量販店やドラッグストアなどでも利用が可能

区分
優待枚数
（おこめ券）

長期保有
（3年以上）の場合

100～299株 1枚

1枚追加300～499株 2枚

500～999株 3枚

1,000～9,999株 4枚
2枚追加

10,000株以上 5枚
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この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情報は、本資料の作成時点において、当社

が合理的に入手可能な情報に基づき、通常予測しうる範囲内で為した判断に基づくものです。

しかしながら現実には、通常予測し得ないような特別事情の発生または通常予測し得ないような結果の発生等により、

本資料記載の業績見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努めてまい

りますが、本資料記載の業績見通しのみに依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになられますようお願いい

たします。

－ お願い －

－ ご挨拶 －

本日はお忙しい中、当社個人投資家説明会をご視聴くださいまして、誠にありがとうございました。

今後とも投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、積極的な開示に努めてまいるとともに、

株主、投資家の皆様への安定的かつ継続的な利益還元を目指し、さらなる企業価値の向上に努めてまいります。
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